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バーチャルオンリー株主総会のセキュリティ

　会社法の特例として産業競争力強化法によって導入された
バーチャルオンリー株主総会（場所の定めのない株主総会）
は現時点では中小企業が利用する例は少ないが、今後、法改
正が行われる見通しであり、それによって普及していく可能性
が高い。現時点で、開催するには、経済産業大臣及び法務大
臣の「確認」を受ける必要がある。
　この「確認」を受けるには、3つの要件が求められている（産
業競争力強化法に基づく場所の定めのない株主総会に関す
る省令第1条）。
（1）通信の方法に関する事務の責任者の設置
（2）通信の方法に係る障害に関する対策についての方針の策
定
（3）情報の送受信に用いる通信の方法としてインターネットを
使用することに支障のある株主の利益の確保に配慮することに
ついての方針の策定
　また「確認」を受けるための審査基準（産業競争力強化法
第66条第1項に規定する経済産業大臣及び法務大臣の確認
に係る審査基準）では、3点が必要とされている。
（1）通信の方法に係る障害に関する対策に資する措置が講じ
られたシステムを用いる
（2）通信の方法に係る障害が生じた場合における代替手段
の用意
（3）通信の方法に係る障害が生じた場合に関する具体的な
対処マニュアルの作成
　さらにインターネットを使用することに支障のある株主の
利益の確保に対する配慮については、その例として3点が示
されている。
（1）議決権の行使を希望する株主のうちインターネットを使
用することに支障のある株主については、会社法第311条第
1項の規定による議決権の行使（書面による議決権の行使）を
推奨する旨を通知
（2）必要となる機器について貸出しを希望する株主の全部又
は一部に、貸出しを行う
（3）通信の方法として電話による出席が可能であるものを用
いる
　これはあくまでも例示であり、ここに示している方法に限定
されるわけではない。しかし、バーチャルオンリー株主総会以
外の株主総会においても、電子化される株主総会に対してど
の程度のレベルのセキュリティ対策が要求されるか、というこ
との参考となると考えられる。

株主総会資料の電子提供措置のセキュリティ

　株式会社が株主総会の資料をインターネット上（ホーム
ページなど）で提供することは、2023年3月以降に開催され
る株主総会からは上場会社の義務となった。その際に、イン
ターネット上で提供されている株主総会の資料を障害の発生
によって株主がアクセスすることができないという事態を防
止する必要がある。
　そこで、株主総会の資料は自社のホームページに加えて金
融商品取引所のホームページにも掲載するという方針を採用
している会社が多い。そうすれば、自社のホームページのサー
バの障害発生、サーバへのサイバー攻撃等により株主総会資
料にアクセスできなくなっても、金融商品取引所のホーム
ページに掲載されている資料を閲覧することができる。このこ
とは、「確認」を受けるための審査基準も参考としながら、電子
提供に中断を生じさせないようにするセキュリティ対策の一
環であると理解することができるだろう。
　なお、経済産業省の「ハイブリッド型バーチャル株主総会の
実施ガイド」1 は、実際に株主総会の電子化を行う際に検討す
べき点などを具体的に説明しており、非常に参考となるであ
ろう。

株主総会の電子投票のセキュリティ

　中小企業の経営者は、他の会社の株式を所有し、株主総会
に株主として出席して議決権を行使する機会も少なくないで
あろう。その際、株主総会に出席しない株主が、電磁的方法
（パソコン、スマホ）により議決権を行使できる制度があり（会
社法298条1項4号）、従来の書面投票制度に加えて、新型コ
ロナウィルス感染拡大以降、急速に利用が増えている。
　この場合、会社側は合理的な範囲において導入可能なサイ
バーセキュリティ対策を導入して無効投票などを防ぐ必要が
あるが、電子投票による議決権の行使に関しては株主側のセ
キュリティの責任も生じる。電子投票による議決権の行使原
則として株主総会開催日直前の営業時間終了時までに行わ
なければならないが、株主の端末の故障や通信環境の悪化
などによって議決権を行使できない、ということがないように
注意しなければならない。

1  https://www.meti.go.jp/shingikai/economy/
  shin_sokai_process/pdf/008_s01_00.pdf
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税理士B：「最近、売上が伸び悩んでいますね」
A社長：「はい。仕入れの見直しや、お客様のニーズにあった
サービス改善などをやっているつもりなんですが、改善の余
地が思い当たらず、何からやっていいものか・・・」
B：「それなら、『イクルスの４原則』を活用してみてはいかが
ですか。ムダを省き、コストを最適化しながら顧客価値を向上
するものです。アイデアの整理にはいいと思いますよ」
A：「初めて聞きますね。詳しく教えてください」
B：「イクルスの４原則とは、『排除（Eliminate）』『結合
（Combine）』『順序変更（Rearrange）』『簡略化（Simplify）』
の頭文字を取ったものです。この原則を順番に用いれば、小
さな変化でも大きな効果を生むことが可能です」

2．業務改善＝「イクルスの４原則」

　イクルスの４原則は改善の基本フレームワークとして、多く
の業界で活用されています。
　①排除（Eliminate）：無駄な業務や不要なプロセスを削減
し、労力と時間を節約します。
　②結合（Combine）：複数の作業をまとめることで、効率性を
向上させます。
　③順序変更（Rearrange）：プロセスの順序を見直し、最適
な流れを構築します。
　④簡略化（Simplify）：作業を簡略化し、誰でも迅速に対応で
きる体制を整えます。
　また、改善を図る場合には、この４原則について上から順番
に考えることで、少ない手間とコストで顧客価値の最大化を図
れます。

3．顧客ニーズの把握と実際の手順

　顧客ニーズ・顧客価値を理解した上で、課題を特定して進め
ると効果的です。
ステップ1：顧客の声を収集
　店頭でのヒアリングやアンケートを実施し、“試着待ちが長
い”、“サイズ選びが難しい”、“魅力的な商品がない”などといっ
たお客様の本音の声を収集。

ステップ2：課題を特定
　収集したデータから、ボトルネックとなるポイントを洗い出
し、改善すべき点を検討。
ステップ3：イクルスの４原則による改善計画を策定
　特定した課題ごとにイクルスの４原則を順番に適用し、具体
的な施策を立案。
ステップ4：改善の実施と検証
　小規模な改善、できるものから実行し、結果をモニタリング。

4．具体的な改善事例

　アパレルショップでの業務改善のアイデアを見てみましょう。
①排除（Eliminate）
・在庫管理の排除：長期滞留品の処分、バーコード管理による
手作業の削減など

・会議の排除：週次会議を月次に、日々の情報共有はチャット
ツールで行うなどにより接客に集中。

・不要な装飾やディスプレイを撤去し、お客様の動線を確保。
②結合（Combine）
・レジと在庫管理の統合：POSシステムを導入し、販売と在庫
管理を一元化。

・接客と商品説明の結合：タブレット端末を活用し、接客しな
がら商品情報を提供できるようにする。

③順序変更（Rearrange）
・商品陳列の最適化：コーディネートを提案する商品配置に変
更、季節商品を店舗入口付近に配置し、顧客の導線を改善。

・試着室の再配置：混雑緩和のため、試着室を分散配置し、待
ち時間を短縮。

④簡略化（Simplify）
・返品･交換プロセスの簡素化：オンラインでの事前申請シス
テムを導入し、店頭での手続きを迅速化。

・価格ラインをシンプル化して統一
　これらの事例は、いずれも業務効率と顧客満足度を高める可
能性があります。

5．まとめ

　「イクルスの４原則」を軸に、業務改善の具体的な方法を紹介
しました。顧客の声を起点に改善アイデアを導き、できる取り組み
からすぐに始める点が重要です。
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